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重点事業と注目ポイント重点事業と注目ポイント
12 月定例会議案

　12月６日から８日までの日程で、令和４年度第４回南伊勢町議会定例会が開催されました。補
正予算案９件、条例案８件、協議等の議案３件、その他の議案１件、決算認定８件、工事請負契約
の締結１件、変更１件が提案され、すべて原案通り可決・承認されました。
　一般質問では、議員７名が質問を行いました。

議案第66号　令和４年度南伊勢町一般会計補正予算（第８号）

議案第66号　令和４年度南伊勢町一般会計補正予算（第８号）

高
齢
者
補
聴
器

購
入
費
用
助
成
金

３
０
万
円

　

65
歳
以
上
の
方
で
、
医
師
よ
り
補
聴
器
の
使
用
を
必
要
と

認
め
ら
れ
た
方
が
補
聴
器
を
購
入
し
た
場
合
に
、
そ
の
費
用

が
助
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
聴
覚
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
は
障
害
者
総
合

支
援
法
に
よ
り
補
助
が
受
け
ら
れ
る
た
め
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

補

安

聴器購入
　　3万円まで助成

心して出産
　子育てができるように

出
産
子
育
て
応
援
交
付
金

４
２
０
万
円

　

国
が
創
設
し
た
「
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
」
を

活
用
し
、
妊
婦
や
乳
児
の
い
る
家
庭
を
対
象
に
伴
走
型

相
談
支
援
に
向
け
た
面
談
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
応
え

て
い
た
だ
い
た
後
に
、
計
10
万
円
（
妊
娠
時
５
万
円･

出

産
時
５
万
円
）
を
給
付
す
る
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
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議案第81号　南伊勢町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例

議案第86号　南伊勢町の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について

非
常
勤
消
防
団
員
の

報
酬
等
が
改
正

町
内
の
郵
便
局
で

住
民
票
等
の
交
付
が
可
能
に

（
令
和
５
年
２
月
開
始
予
定
）

　

消
防
団
員
の
年
額
報
酬
の
額
は
、「
団
員
」

階
級
の
者
に
つ
い
て
は
、
年
額
３
６
，５
０
０
円

を
標
準
と
し
、
出
動
報
酬
の
額
は
１
日
当
た
り

８
，０
０
０
円
が
標
準
と
な
り
ま
す
。（
活
動
時
間

４
時
間
以
上
）

　

役
場
窓
口
に
行
か
な
く
て
も
、
お
近
く
の
郵
便
局
で

住
民
票
な
ど
の
交
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
取

扱
が
で
き
る
の
は
、
戸
籍
謄
本
・
抄
本
、
住
民
票
の
写

し
、
印
鑑
証
明
書
（
印
鑑
登
録
証
が
必
要
）、
納
税
証
明

書
の
交
付
で
す
。（
原
則
と
し
て
申
請
者
本
人
の
証
明
書

で
す
。）

消

郵

防団の普及啓発へ

便局で安心して
　　　手続きできます

　11月９日東京NHKホールに全国から町村議会議長が一
同に集まり当町からも議長が出席し、山積する地方の課題
解決にむけての決議を採択しました。
　また、三重県選出の国会議員との意見交換会も実施し、
有意義で活発に当町の実情を訴えることができました。
　翌日は、県町村議長会の監事（８月 31日に選出）として、
会長はじめ役員の方々と議員会館にて、陳情活動を実施し、
県選出全ての国会議員へ要望書を提出しました。

町村議会議長会　全国大会が開催され決議書を採択

3 令和５年２月



議員の Q uestion 行政の A nswer
一般質問は、町民の声や議員自身の考えをもとに、その町の行財政全般にわたって、執行
機関に対し疑問点をただし、将来に対する政策方針などを問うものです。

一般質問
あなたの声を町政に！！あなたの声を町政に！！

一般質問
あなたの声を町政に！！あなたの声を町政に！！

一般質問の質問事項・内容は、議会広報特別委員会で会議録に基づいて編集、要約しています。
詳細は、議会事務局に、お問い合わせください。（TEL　0599−66−1781）

質 問 議 員 質　　　　問　　　　事　　　　項 ページ

河 村 健 志 ①　今後のゴミ処理問題について 5

田　中　喜一郎 ①　今後の観光施策について 6

森 　 源 久
①　郵便局等への業務委託に関連する事柄
②　高齢化率県内トップという課題と対策、並びに、人口減少

7

岡 本 　 眞
①　教育について
②　活性化について

8

上 村 直 美
①　観光の町みなみいせのこれからについて
②　若者定住対策の課題や取組について
③　防災対策のこれからの取組について

9

岡 田 和 夫
①　公金横領問題を委託した外部監査の結果と警察の調査の結果は
②　みなみいせ商会の破産に対する町の責任と、今後の対策について
③　町の人口減少に対する認識と、今後の対策について

10

倉 田 　 育
①　新たな高齢者施設・生活支援サービスの充実について
②　元職員の業務上横領事件の伴う、被害金額の回収と対応について
③　ごみ処理の広域化と、ごみ中継施設について

11

12月定例会における傍聴者の総数

５名（内 メディア関係者数　３名）
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当
町
の
重
要
課
題
の

一
つ
に
「
ゴ
ミ
処
理

問
題
」
が
あ
る
が
、
最
近
新
た

な
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

　

今
後
の
当
町
の
ゴ
ミ
処
理
施

設
の
方
向
性
は
。

町
長　
こ
れ
ま
で
、

ゴ
ミ
を
資
源
と
し
て

活
用
す
る
固
形
燃
料
化
処
理

施
設
の
建
設
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
な
ん
と
う
基
幹
改
良
工
事

に
よ
る
延
命
化
の
検
討
を
進
め

て
き
た
。
し
か
し
、
現
在
の
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う
は
、

老
朽
化
が
進
み
、
早
急
に
方
針

を
決
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、「
ゴ
ミ
処
理
問
題
」

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討

内
容
を
精
査
し
、
今
後
も
人
口

減
少
の
予
想
さ
れ
る
当
町
に
お

い
て
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
維
持

管
理
等
の
課
題
に
直
面
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

広
域
連
携
に
よ
る
ゴ
ミ
処
理
を

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
、
２
市
１
町
で
連
携
で
き

な
い
か
協
議
を
進
め
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
財
政
負
担
だ
け

で
な
く
、
災
害
時
に
お
い
て

も
災
害
廃
棄
物
の
処
理
や
支

援
、
援
助
な
ど
受
け
や
す
く
な

る
こ
と
、
平
常
時
か
ら
協
議
し

事
前
対
策
を
図
る
こ
と
が
出
来

る
こ
と
、
可
燃
ゴ
ミ
を
原
材
料

と
し
た
発
電
設
備
を
有
し
、
場

内
電
力
の
み
な
ら
ず
、
売
電
に

よ
り
地
域
電
力
の
一
部
を
補
完

す
る
役
割
を
有
し
、
環
境
に
配

慮
し
た
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
へ
加
入
し
、

や
ま
だ
エ
コ
セ
ン
タ
ー
に
て
一

般
廃
棄
物
を
処
理
す
る
こ
と
が
、

当
町
に
と
っ
て
最
良
で
あ
る
と

総
合
的
に
判
断
し
た
。

　

今
後
の
当
町
の
ゴ
ミ
処
理
施

設
の
方
向
性
と
し
て
は
、
近
隣

自
治
体
と
連
携
し
、
強
靭
で
、

財
政
負
担
が
少
な
く
、
環
境
に

や
さ
し
い
ゴ
ミ
処
理
を
進
め
て

い
く
。

Q

A

未来へ残そう

きれいな海

今
後
の
ゴ
ミ
処
理
問
題
は

町
長
　
財
政
負
担
が
少
な
く
、　
　
　

環
境
に
や
さ
し
く

河
かわ

　村
むら

　健
たけ

　志
し

　議員

5 令和５年２月

一般質問



人
口
減
少
が
も
た
ら

す
経
済
の
パ
イ
縮
小

が
懸
念
さ
れ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
厳
し

い
状
況
が
続
く
観
光
産
業
だ
が
、

今
後
の
観
光
施
策
は
。

町
長　
当
町
は
、
風

光
明
媚
な
自
然
環
境

と
農
村
や
漁
村
の
原
風
景
の
街

並
み
が
多
く
残
存
し
て
お
り
、

新
鮮
な
海
や
山
の
幸
も
豊
富
に

あ
る
。

　

そ
れ
ら
を
強
み
と
し
た
当
町

の
魅
力
を
伝
え
る
事
業
を
観
光

協
会
と
共
に
実
施
す
る
こ
と
、

国
道
２
６
０
号
を
軸
と
し
た
道

路
整
備
や
観
光
施
設
の
施
設

改
修
を
進
め
て
受
け
入
れ
態
勢

を
整
え
て
い
く
こ
と
、
近
隣
市

町
と
の
広
域
連
携
の
中
で
周
遊

ル
ー
ト
の
一
角
と
し
て
周
知
す

る
こ
と
に
よ
り
、
徐
々
に
当
町

へ
の
人
の
流
れ
が
作
れ
る
と
考

え
る
。

　

現
在
は
全
国
的
に
コ
ロ
ナ
禍

で
落
ち
込
ん
だ
観
光
産
業
も

徐
々
に
回
復
し
て
い
る
状
況
だ

が
、
今
後
も
伊
勢
志
摩
地
域
の

広
域
連
携
事
業
の
中
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓

延
防
止
策
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
町

の
魅
力
を
磨
き
上
げ
、
周
辺
市

町
と
の
連
携
を
活
用
し
な
が
ら

当
町
へ
の
人
の
流
れ
を
作
り
上

げ
て
い
く
。

Q

A

今後の観光施策は
町長　人の流れをつくる

ブランコ楽しい～ ( ⌒∇⌒ ) 

つるっつるやあー！！

田
た

中
なか

喜
き

一
いち

郎
ろう

　議員

6

一般質問



役
場
の
出
張
所
を
廃

止
し
て
郵
便
局
へ
業

務
を
委
託
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
な
ぜ
今
、
そ
れ
を
行
お
う

と
し
て
い
る
の
か
。

　

個
人
情
報
の
取
扱
、
ま
た
は
、

漏
洩
の
問
題
は
、
大
丈
夫
な
の

か
。
郵
便
局
に
委
託
す
る
こ
と

に
至
っ
た
理
由
は
何
か
。

町
長　

当
町
と
日
本

郵
便
局
株
式
会
社
は

令
和
３
年
８
月
に
包
括
連
携
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

　

出
張
所
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
３
月
31
日
、
業
務
委

託
の
開
始
は
、
令
和
５
年
２
月

を
予
定
し
て
い
る
。

　

郵
便
局
に
委
託
す
る
に
至
っ

た
理
由
は
、
包
括
協
定
に
基
づ

き
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
地
域

住
民
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
繋
が

る
と
判
断
し
た
。
よ
り
身
近
に

諸
証
明
書
の
発
行
手
続
き
や
受

取
り
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

個
人
情
報
の
取
扱
の
責
務
や

秘
密
保
持
義
務
等
も
規
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、
役
場
職
員
と
同

等
の
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て

い
る
。

当
町
は
三
重
県
内
で

高
齢
化
率
ト
ッ
プ
で

あ
る
。

　

町
長
は
就
任
し
て
一
年
が
経

過
し
た
が
、
高
齢
化
と
人
口
減

少
と
い
う
難
解
な
問
題
に
ど
の

よ
う
に
立
ち
向
か
お
う
と
し
て

い
る
の
か
。町

長　

高
齢
化
と
人

口
減
少
と
い
う
問

題
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
対
策

と
し
て
、
５
つ
の
柱
と
掲
げ

た
「
働
き
や
す
く
稼
げ
る
活
力

あ
る
産
業
・
経
済
」「
町
民
の

命
と
生
活
を
守
る
安
全
安
心
の

ま
ち
」「
町
ぐ
る
み
で
全
力
で

応
援
す
る
子
育
て
日
本
一
の
ま

ち
」「
心
豊
か
に
元
気
に
暮
ら

す
、誰
も
が
元
気
な
ま
ち
」「
全

て
の
力
を
結
集
し
た
輝
き
を
も

て
る
ま
ち
」
へ
の
取
組
を
着
実

に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
と

考
え
て
い
る
。

Q

A

QA 高齢化と人口減少は
町長　５つの柱を進める

産業の活性化

各種証明書が郵便局で

郵
便
局
へ
の
業
務
委
託
は

町
長
　
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

森
もり

　　　源
もと

　久
ひさ

　議員

7 令和５年２月

一般質問



人
々
が
仲
良
く
暮
ら

す
た
め
に
は
教
育
の

充
実
し
か
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

次
の
世
代
へ
繋
げ
る
た
め
に

私
達
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は「
米
百
俵
の
精
神
」だ
と

考
え
る
が
、
教
育
長
の
所
信
は
。

教
育
長　

コ
ロ
ナ
禍

に
な
っ
て
臨
時
休
校

の
際
に
は
慌
て
た
学
校
現
場
も
、

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
教
育
に

つ
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て

き
た
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に

学
び
、
創
造
性
や
論
理
的
思
考

力
を
、
以
前
よ
り
さ
ら
に
身
に

つ
け
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
何
よ
り

も
自
分
の
命
も
、
仲
間
の
命
も

大
切
な
も
の
と
い
う
こ
と
を
身

に
つ
け
さ
せ
て
い
き
た
い
。
そ

の
た
め
に
、
人
権
教
育
、
道
徳

教
育
、
平
和
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
命
を
大
切
に
し
、
人

を
大
切
に
す
る
た
め
の
実
践
を

重
ね
、
将
来
に
わ
た
り
希
望
を

も
ち
、
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
南
伊

勢
町
づ
く
り
を
と
も
に
担
う
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
。

全
国
的
に
人
口
減
が

続
く
中
、
地
場
産
業

の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
は
か

り
「
自
立
可
能
な
ま
ち
」
を
つ

く
っ
て
ゆ
く
こ
と
は
政
治
の

使
命
と
考
え
る
が
、
町
長
の

所
信
は
。

町
長　

こ
の
一
年
は

「
オ
ー
ル
南
伊
勢
」

を
合
言
葉
に
町
内
外
の
力
を
総

結
集
す
る
と
い
う
思
い
の
も
と

取
組
を
進
め
て
き
た
。

　

一
方
で
、
公
金
横
領
や
み
な

み
い
せ
商
会
の
経
営
破
綻
な
ど
、

町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く

の
関
係
者
の
方
々
に
大
変
な
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
。

　

今
後
も
ま
ち
づ
く
り
の
柱
の

取
組
を
着
実
に
実
行
し
、
町
民

が
元
気
で
輝
き
続
け
、
時
代
が

変
化
す
る
中
で
も
、
こ
こ
で
暮

ら
す
全
て
の
人
が
幸
せ
を
感
じ

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
取
組

を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q

教育の充実は
教育長　人権・道徳・平和に力を

Q 活性化について
町長　まちづくりの柱を着実に実行

公共政策フォーラム

A

A

新 時 代 へ

岡
おか

　本
もと

　　 眞
まこと

　議員

8

一般質問



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、

全
国
的
に
観
光
客
数
が
落
ち
込

み
、
観
光
業
の
方
に
は
厳
し
い

経
営
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

行
政
と
し
て
の
課
題
と
取

組
は
。

町
長　

令
和
２
年
度

か
ら
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

大
会
や
観
光
物
産
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
誘
客
事
業
の
ほ
と
ん
ど

が
中
止
と
な
り
、
代
わ
っ
て
観

光
事
業
者
の
経
営
を
支
え
る
支

援
な
ど
の
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
を

行
っ
て
き
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
感
染
対
策

を
推
進
し
な
が
ら
徐
々
に
誘
客

事
業
を
再
開
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
展
望
台
へ
の
ブ
ラ
ン

コ
や
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
の
設
置

を
行
い
、
老
朽
化
し
て
い
る
公

衆
ト
イ
レ
な
ど
の
施
設
改
修
を

順
次
進
め
、
誰
も
が
安
心
し
て

訪
れ
て
も
ら
え
る
町
を
目
指
し
、

観
光
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

東
日
本
大
震
災
か
ら

11
年
の
月
日
が
経
っ

た
。
こ
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
日
常
か
ら
防
災
意
識

を
高
く
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
町
が
目
指
す
防
災

に
つ
い
て
の
取
組
は
。

町
長　

東
日
本
大
震

災
後
、
目
標
期
間
を

10
年
程
度
と
し
「
津
波
か
ら
住

民
の
命
を
守
る
」「
津
波
に
よ

る
被
害
を
軽
減
す
る
」「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を

３
つ
の
柱
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

防
災
、
減
災
対
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

　

住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
災

害
に
備
え
る
力
を
一
層
向
上
さ

せ
る
た
め
に
各
地
区
へ
防
災
講

座
等
の
開
催
や
地
区
独
自
で
行

う
訓
練
の
推
進
、
自
主
防
災
組

織
の
交
流
会
、
防
災
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
子
供
た
ち
が
将
来
の

地
域
に
お
け
る
防
災
の
担
い
手

と
し
て
育
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

防
災
教
育
を
実
施
し
、
自
助
、

共
助
の
取
組
を
強
化
し
て
い
く
。

観
光
業
の
取
組
は

町
長
　
誘
客
事
業
を

Q

A

防災対策は
町長　防災教育の強化を

有事に備えて

QA

キレイなトイレに

上
うえ

　村
むら

　直
なお

　美
み

　議員

9 令和５年２月

一般質問



町
立
病
院
の
公
金
横

領
事
件
に
つ
い
て
外

部
監
査
の
報
告
は
出
た
の
か
、

ま
た
そ
の
内
容
は
。

町
長　

12
月
２
日
、

外
部
監
査
人
よ
り
議

会
に
対
し
報
告
が
あ
っ
た
。
外

部
監
査
の
実
施
方
法
や
水
道

事
業
及
び
病
院
事
業
に
関
す

る
事
案
の
内
容
と
発
生
原
因
及

び
損
害
の
概
要
が
詳
細
に
ま
と

め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
意
見

の
報
告
で
は
、
職
員
に
対
す
る

賠
償
を
求
め
る
こ
と
の
可
否

や
損
害
賠
償
の
対
象
者
及
び

賠
償
金
額
が
示
さ
れ
た
。

　

町
と
し
て
は
監
査
報
告
を
受

け
て
、
当
町
監
査
委
員
に
対
し
、

事
実
が
あ
る
か
ど
う
か
を
監
査

し
、
元
職
員
及
び
当
時
の
企
業

出
納
員
で
あ
る
職
員
等
へ
の

賠
償
責
任
の
決
定
を
求
め
て

い
る
。※

　

ま
た
、
当
該
報
告
書
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
て

い
る
。

人
口
減
少
で
町
が
存

在
で
き
な
い
く
ら
い

に
減
少
す
る
こ
と
は
何
と
し
て

も
く
い
止
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

人
口
維
持
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

地
域
経
済
分

析
シ
ス
テ
ム
で
は

２
０
５
０
年
で
３
０
４
１
人
と

推
計
し
て
い
る
。

　

将
来
人
口
の
め
ざ
す
方
向
と

し
て
は
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら

人
口
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
町
」

を
将
来
人
口
の
め
ざ
す
べ
き
方

向
性
と
し
な
が
ら
新
た
な
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
で
人
口
目
標
を
設
定

し
、
相
互
計
画
の
も
と
施
策
を

実
施
す
る
こ
と
で
人
口
減
少
の

影
響
を
軽
減
し
て
い
く
。

Q

外部監査報告は
町長　町ホームページに

QA

A

法に基づいて

未来を見つめて

人
口
維
持
は町

長　
人
口
目
標
を
設
定

※
令
和
５
年
１
月
11
日
付
け
で
当

町
監
査
委
員
よ
り
監
査
の
結
果

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

岡
おか

　田
だ

　和
かず

　夫
お

　議員
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一般質問



一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
、
高
齢
者
の
み

の
世
帯
も
増
え
て
き
て
い
る
当

町
で
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
、

健
康
で
、
安
心
し
て
く
ら
せ
る

た
め
の
新
た
な
取
組
・
支
援
策

の
考
え
は
。町

長　

「
高
齢
者
が

元
気
」
な
町
づ
く
り

を
目
指
し
、
地
域
で
集
え
、
交

流
や
憩
い
の
場
と
し
て
、
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
、
い
き
い
き
サ
ロ

ン
等
を
行
い
、
老
人
ク
ラ
ブ
で

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
等
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
楽
し
ん
で
頂
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
長
く
元
気
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
元
気
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
に
よ
る
健
康
教
室
、
え
る
が

あ
体
操
、
さ
ん
さ
ん
教
室
、
は

つ
ら
つ
健
脚
運
動
を
。
食
生
活

で
は
、
栄
養
教
室
、
町
立
病
院

の
医
師
等
に
よ
る
健
康
教
室
等
、

介
護
予
防
事
業
を
開
催
し
て

い
る
。

　

新
た
な
取
組
と
し
て
、
元
気

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
老
人
ク
ラ
ブ

に
よ
る
健
康
体
操
交
流
会
や
フ

リ
ー
ピ
ン
ポ
ン
大
会
を
開
催
し

て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
補
正
予
算

に
て
、
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費

用
助
成
金
を
計
上
し
た
。

　

ま
た
、「
買
い
物
不
便
・
困

難
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
、
買
い
物
弱
者
へ
の
対

策
を
検
討
し
て
い
る
。

今
年
度
、
近
隣
の
自

治
体
と
の
ゴ
ミ
処
理

広
域
化
に
舵
を
切
り
替
え
た
が
、

進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
経
緯
と

メ
リ
ッ
ト
は
。

　

ま
た
、
建
設
が
予
定
さ
れ
る

中
継
施
設
は
ど
の
よ
う
な
も
の

を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
な
ん
と
う
基

幹
改
良
工
事
、
固
形
燃
料
化
処

理
施
設
の
建
設
、
鳥
羽
志
勢
広

域
連
合
へ
の
加
入
の
３
方
式
を

検
討
し
た
。

　

広
域
連
携
は
財
政
面
の
負
担

だ
け
で
な
く
、
災
害
時
の
災
害

廃
棄
物
処
理
や
支
援
、
援
助
等

の
協
力
体
制
が
受
け
や
す
く
な

り
、
最
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

判
断
し
た
。
中
継
処
理
施
設
整

備
に
つ
い
て
は
、
志
摩
市
を
参

考
に
、
長
さ
制
限
の
あ
る
木
製

品
の
中
間
処
理
が
可
能
な
破
砕

機
の
導
入
、
資
源
ゴ
ミ
・
粗
大

ゴ
ミ
の
一
時
的
な
保
管
を
行
う

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
等
の
整
備
を

検
討
し
、
循
環
型
社
会
形
成
推

進
交
付
金
等
を
活
用
し
、
極
力
、

財
政
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
決
定
す
る
。

高
齢
者
へ
の
取
組
は

町
長
　
買
い
物
弱
者
へ
の
対
策
等
を

QA

ゴミ処理の中継施設は
町長　財政負担の低減を

ゴミ処理は広域連合に・・・

QA

痴ほうの予防に

倉
くら

　田
た

　　　育
いく

　議員

11 令和５年２月

一般質問



◆ 常任委員会活動報告 ◆
～より良いまちづくりのために、調査・研究、
　　　　　　　　　　そして、現地視察などの活動を積極的に実践しています～

総
務
建
設
常
任
委
員
会

町
の
財
政
・
産
業
・
建
設
・
防
災
・
上
下
水
道
・
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

活
動
報
告

◆
９
月
14
日

調
査
事
項

上
下
水
道
課
所
管

⃝
上
下
水
道
問
題
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
７
月
26
日
～
27
日

に
発
生
し
た
迫
間
浦
地
区
の
断

水
被
害
に
つ
い
て
調
査
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

◆
11
月
10
日

視
察
研
修

⃝

徳
島
県
三
好
市

　

三
好
市
で
は
平
成
16
年
よ
り

市
町
村
設
置
型
浄
化
槽
整
備
を

進
め
、
市
民
の
生
活
環
境
の
向

上
と
周
辺
水
環
境
の
保
全
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、
浄
化
槽
市
町
村
整
備

事
業
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
設
置
後

10
年
以
上
を
超
え
る
浄
化
槽
の

増
加
に
よ
る
、
計
画
的
・
効
率

的
な
公
共
浄
化
槽
の
整
備
と
維

持
管
理
、
持
続
可
能
な
事
業
運

営
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
策
定

さ
れ
た
「
三
好
市
公
共
浄
化
槽

長
寿
命
化
計
画
」
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
し
た
。

◆
10
月
19
日

調
査
事
項

建
設
課
所
管

⃝

国
道
２
６
０
号
に
つ
い
て

　

国
道
２
６
０
号
東
宮
工
区
、

船
越
工
区
に
つ
い
て
調
査
・
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

◆
11
月
11
日

視
察
研
修

⃝

兵
庫
県
淡
路
島

　
（
北
淡
震
災
記
念
公
園
）

　

１
９
９
５
年
１
月
17
日
に
発

生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
の
爪

跡
を
後
世
に
伝
え
、
防
災
の
大

切
さ
を
語
り
継
ぐ
た
め
に
建
設

さ
れ
た
北
淡
震
災
記
念
公
園
、

震
源
に
最
も
近
い
活
断
層
を
視

察
し
、
改
め
て
震
災
の
脅
威
を

感
じ
、
防

災
・
減
災

の
大
切
さ

を
痛
感
し

ま
し
た
。

委
員
会
活
動
報
告

12



委
員
会
活
動
報
告

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
・
子
育
て
・
福
祉
・
医
療
・
生
活
・
環
境
衛
生
・
健
康
保
険
・

介
護
保
険
・
町
税
な
ど
の
調
査
や
審
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

活
動
報
告

◆
９
月
26
日

調
査
事
項

⃝

町
立
南
伊
勢
病
院
所
管

　

こ
れ
か
ら
の
体
制
づ
く
り
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

⃝

子
育
て
・
福
祉
課
所
管

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
町
内
の
状
況
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
の
報
告
を
受
け
今
後
の

対
応
を
協
議
し
ま
し
た
。

◆
10
月
17
日

調
査
事
項

⃝

税
務
住
民
課
所
管

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
状
況
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

⃝

環
境
生
活
課
所
管

　

今
年
度
の
事
業
内
容
に
つ
い

て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

◆
10
月
21
日

視
察
研
修

⃝

度
会
広
域
連
合

研
修
内
容

⃝

「
要
介
護
認
定
に
つ
い
て
」

　

度
会
広
域
連
合
の
構
成
町

は
、
南
伊
勢
町
、
大
紀
町
、

度
会
町
で
、
主
な
業
務
は
、

①
介
護
認
定
に
関
す
る
こ
と
、

②
地
域
の
介
護
保
険
事
業
所

の
支
援
、
③
関
係
町
の
福
祉

計
画
に
基
づ
く
連
絡
調
整
事

務
な
ど
で
す
。

◆
10
月
21
日

視
察
研
修

⃝

伊
勢
市
立
桜
浜
中
学
校

⃝

伊
勢
市
立
み
な
と
小
学
校

研
修
内
容

⃝

「
望
ま
し
い
教
育
環
境
」

　

南
伊
勢
町
で
は
少
子
化
が

進
み
、
施
設
の
老
朽
化
も
著
し

く
、
早
急
な
対
策
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

伊
勢
市
で
は
、
児
童
生
徒
に

望
ま
し
い
教
育
環
境
を
整
備

し
、
適
正
な
学
校
規
模
を
実
現

す
る
取
組
が
進
め
ら
れ
、
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と

し
て
、
学
校
を
地
域
の
防
災
拠

点
と
し
て
も
使
用
で
き
る
よ
う

に
、
災
害
に
対
す
る
機
能
強
化

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
11
月
14
日

調
査
事
項

⃝

高
齢
者
支
援
課
所
管

　

介
護
保
険
事
業
の
保
険
、
計

画
、
予
防
等
の
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

「
ゆ
っ
く
り
杖
で
歩
く
私
が
要

支
援
１
な
の
に
、
元
気
に
歩

く
隣
の
お
じ
い
さ
ん
が
要
介

護
１
な
の
は
お
か
し
い
。」

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

歩
行
状
態
で
要
介
護
度
が
決

ま
る
の
で
は
な
く
、
見
た
目
で

は
わ
か
ら
な
い
家
族
の
手
助
け

の
量
か
ら
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

度
会
広
域
連
合
の
職
員
の
方

は
、
家
族
の
話
を
丁
寧
に
聞
い

て
、
判
断
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

度
会
広
域
連
合
の
皆
様
、

貴
重
な
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 要介護度とは、

▶介護の手間（手助けの量）から判断
される。

▶状態から判断されるものではない。

13 令和５年２月



あなたもつぶやきませんか？

FAX〒516－0194　南伊勢町五ヶ所浦3057　議会事務局　宛　　　0599－66－2164

どんなことでも大丈夫です（^^)/　みんなでつぶやきましょう。

つぶやき広場つぶやき広場つぶやき広場
みんなの

声

　春から新しい保育園が船越にできる
ようで楽しみにしています。今でも保育
園では担任の先生はもちろん、たくさん
の先生、バスの運転手さんも、いつも子
どもたち一人ひとりを温かく、優しく見
守ってくれているので安心していますが、
これからも津波の心配のない高台の新し
い保育園で、友達と一緒に元気にすくす
く育って欲しいです。

（20代女性）

安心して任せられる環境

コロナ感染

　すごく多いけど、初めの時のように予
防対策には十分に気をつけたいですね～

（60代女性）

こんにちは

　南伊勢町は少子高齢化がすごく進んで
いるけど、子どもたちは元気いっぱいで
「あいさつ」ができています。大人も負
けずに挨拶ができるようになりたいもの
です。

（30代女性）

美化運動

　これまでにも問題になったと思うけど、
南伊勢町の国道 260 号線にはゴミの入っ
たビニール袋や空き缶が多くみられます。
一部の心ない人の行為が町のイメージを
壊します。これでは子どもに教育できま
せんよね。みなさん、南伊勢町を日本一
きれいな町にしましょう。

（50代女性）

～議会活動報告～

　～国・県への要望活動～　　～国・県への要望活動～　　～国・県への要望活動～　
　

国
道
２
６
０
号
道
路
改
良
促
進
に
む
け
て

国
へ
の
要
望
活
動
を
実
施　
　

「
人
、
絆
、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
道
路
整
備
か
ら
地
方
創
生
を
」　
　

　

伊
勢
志
摩
地
域
市
町
議
会

連
絡
協
議
会
に
て　　
　
　

県
へ
の
要
望
活
動　

議
会
活
動
報
告

　

11
月
17
日
、
18
日
に
町
長
、

議
長
を
は
じ
め
、
副
議
長
、
総

務
建
設
常
任
委
員
長
、
三
重
県

県
土
整
備
部
南
課
長
、
県
伊
勢

建
設
事
務
所
関
山
所
長
と
同
行

し
、
国
土
交
通
省
と
財
務
省
、

そ
し
て
、
三
重
県
選
出
及
び
関

連
す
る
国
会
議
員
へ
の
要
望
活

動
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
交
省
は
吉
岡
技
監
、佐
々
木

道
路
局
次
長
、
財
務
省
は
坂
本

主
計
官
と
面
談
し
、
こ
れ
ま
で

継
続
し
て
き
た
要
望
活
動
を
高

く
評
価
し
、
同
行
し
た
県
職
員

の
方
々
に
も
優
先
し
た
予
算
配

分
等
の
話
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

議
員
会
館
で
は
、
衆
議
院
議

員
の
鈴
木
英
敬
議
員
を
は
じ
め
、

石
原
正
敬
議
員
、
中
川
康
洋

議
員
、
中
川
正
春
議
員
、
参
議

院
議
員
の
山
本
佐
知
子
議
員
、

新
妻
秀
規
議
員
と
面
談
し
、
道

路
整
備
の
重
要
性
を
理
解
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
県
庁
に
て
、
廣
田
副
知
事
を
は
じ
め
、

県
土
整
備
部
長
、
地
域
連
携
部
長
、
南
部
地
域
活

性
化
局
長
、
地
域
づ
く
り
推
進
課
長
に
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
を
説
明
し
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
議
長
が
出
席
し
、
国
道
２
６
０
号
の

早
期
改
良
を
強
く
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
副
知
事
か

ら
、
上
記
県
と
連
携
し
た
国
へ
の
要
望
活
動
に
対

し
、
町
を
挙
げ
て
の
協
力
に
感
謝
の
言
葉
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
の
継
続
し
た
活
動
が
国
・

県
へ
も
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

※
こ
の
連
絡
協
議

会
は
伊
勢
市
を

中
心
に
、
鳥
羽

市
、
志
摩
市
、

玉
城
町
、
度
会

町
、
そ
し
て
南

伊
勢
町
で
構
成

さ
れ
、
広
域
連

携
を
も
っ
て
課

題
解
決
は
も
と

よ
り
、
こ
れ
か

ら
の
新
た
な
地

域
創
り
を
推
進

し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
発
足

し
ま
し
た
。
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あなたもつぶやきませんか？

FAX〒516－0194　南伊勢町五ヶ所浦3057　議会事務局　宛　　　0599－66－2164

どんなことでも大丈夫です（^^)/　みんなでつぶやきましょう。

つぶやき広場つぶやき広場つぶやき広場
みんなの

声

　春から新しい保育園が船越にできる
ようで楽しみにしています。今でも保育
園では担任の先生はもちろん、たくさん
の先生、バスの運転手さんも、いつも子
どもたち一人ひとりを温かく、優しく見
守ってくれているので安心していますが、
これからも津波の心配のない高台の新し
い保育園で、友達と一緒に元気にすくす
く育って欲しいです。

（20代女性）

安心して任せられる環境

コロナ感染

　すごく多いけど、初めの時のように予
防対策には十分に気をつけたいですね～

（60代女性）

こんにちは

　南伊勢町は少子高齢化がすごく進んで
いるけど、子どもたちは元気いっぱいで
「あいさつ」ができています。大人も負
けずに挨拶ができるようになりたいもの
です。

（30代女性）

美化運動

　これまでにも問題になったと思うけど、
南伊勢町の国道 260 号線にはゴミの入っ
たビニール袋や空き缶が多くみられます。
一部の心ない人の行為が町のイメージを
壊します。これでは子どもに教育できま
せんよね。みなさん、南伊勢町を日本一
きれいな町にしましょう。

（50代女性）

15 令和５年２月
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発
行
／
三
重
県
南
伊
勢
町
議
会
　
　
　〒５１６－０１９４　三

重
県
度
会
郡
南
伊
勢
町
五
ヶ
所
浦
３０５７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

南
伊
勢
町
議
会
だ
よ
り

N
o .6
1

　
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
や
、
議
会
に
関
す
る
ご

意
見
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

☎
０
５
９
９（
６
６
）１
７
８
１

０
５
９
９（
６
６
）２
１
６
４

　

新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

寒
さ
も
い
っ
そ
う
身
に
染
み
る

時
期
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
読
書
を
お
勧
め

し
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

　

町
に
は
、
２
つ
の
図
書
室
が

あ
り
ま
す
。
入
っ
て
み
る
と
、

面
白
そ
う
な
本
が
、
た
く
さ
ん

並
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
陳
列

の
仕
方
も
、
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た

異
空
間
に
い
る
よ
う
に
も
、
感

じ
ら
れ
、
居
心
地
も
グ
ッ
ド
で

し
た
。
本
棚
か
ら
本
を
選
び
、

手
に
取
っ
て
読
む
。
そ
し
て
、

ま
た
、
別
の
本
を
…
。
そ
こ
に

は
、
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
、

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
で
、
今
年

も
目
標
を
持
っ
て
、
楽
し
く
元

気
に
過
ご
し
て
頂
き
た
い
で

す
ね
。

委
員
長　

森　
　
　

源　

久

副
委
員
長　

山　

本　

克　

彦

委　
　

員　

倉　

田　
　
　

育

　
　
　
　
　

田　

岡　
　
　

悟

　
　
　
　
　

上　

村　

直　

美

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議　
　

長　

掛　

橋　
　
　

靖

み んな で やっ とるで ～

＊＊ 親と子のリトミック教室 ＊＊

生涯学習講座編生涯学習講座編

❽

編
集
後
記

「聴く力」が大きく発達する幼児期に♪最適な音楽体験をはじめてみませんか？

『リトミック』とは楽しく音楽と触れながら、音に合わせて身体を動かしたり、楽器や身
体を使って音を出したりなど、スイスの音楽教育家が考案したお子さまの個性と能力を引
き出す教育法です。

近年では日本の多くの幼稚園や保育園等で取り入れられています。

パパとママもお子さんと一緒に、楽しんでみませんか。

毎月第１・３土曜日の午前 10時から 11時まで、参加費は 500 円（初回参加は無料です）
町民文化会館３階エクササイズルームで開催しています。

お問合わせ・お申し込み
　　　NPO法人みなみいせ市民活動ネット町民文化会館　　☎ 0599−67−1011

議会を傍聴しませんか
次回定例議会（予定）

３月
議会

３月２日 ～ ３月23日
傍聴の受付は議会事務局まで。

皆さまの傍聴をお待ちしています。


